






















 

 

 

 

理事長 所 長 役職者 職 員 作成者 

     

作成日：令和 4年 10月 7日  

復 命 書 

事 業 所 名 ショートステイ・ゆきよし とやの 氏 名 桑原 至 

勉強会・研修名 第 49回 国際福祉機器展 

講師・担当者  

開 催 日 時 令和 4年 10月 5日～7日 7日に参加 

会 場 東京ビッグサイト 東展示ホール 

目 的 福祉・介護・リハビリヘルスケア等の最新の情報を得る 

 

1.所見 

 

今回、リハビリ関連と褥瘡の予防のためのベッド用のマットレスや車椅子用のクッション関

連について重点的に見学した。 

 

リハビリに関しては、一時多かったマシン関連が、最新だが健常者用で、1ブースしかなか

った。大きなテレビを使って行う体操等のソフト関連が多くあり、一つの機器で 180種類の運

動やレクリエーションが行えるものや、カラオケ関連の会社の製品は、音楽を使った体操はも

ちろん、歌を歌ったり、リズムをとったり、多人数でゲームをしたりと、こちらも一つのソフ

トで沢山の種類のアクティビティが行えるものであった。 

 

褥瘡予防に関しては、マットレスが電動のエアーマットタイプの最新のものがいくつかあっ

たが、電動ではないタイプが多くあり、ウレタンフォーム等で、しかも価格が割安であった。

実際に効果が高いのであれば、購入して効果を確かめたいと思った。 

車椅子用も含むクッション関連は、これも一時多かったゲルタイプは少なく、ウレタンフォ

ーム等の物が多いと感じた。 

あるマットレスのブースでは、担当者が「お客様が購入後に思っていたものと違う」となら

ないように、最近はデモ機の貸し出しをしていますとの話があった。以前と比較すると、非常

に良心的になったと思った。 

 

上記以外では、記録管理システムソフト等で、特に「LIFEに対応しています」と謳ったもの

や、スマートフォンを使用した遠隔操作や、「LINE WORKSを使用しています」といった IT関連

の物がやはり多いと感じた。 

 

今回、国際福祉機器展に参加させていただきまして有難う御座いました。 

※両面印刷禁止 



 

理事長 管理部長 所長 副所長 支 援 員 等 

     

     復 命 書       （令和 4 年 10 月 12 日作成） 

旅 行 者 職名・氏名  支援員 鈴木 いづみ 

日 時 令和 4年 10月 5日 

場 所 東京ビッグサイト 

目 的 福祉機器の見学・体験 

旅行用務の概要、問題点、結論の整理等 

 

 

1.セミナー・概要 

 

 11：00～12：00  車いす 

 公益財団法人 武蔵野市福祉公社 

 作業療法士 堀家 京子 氏 

 

 

2.感想 

 

今回福祉職員となって初めて展示会に参加させて頂きました。全てが初めての事で不安でいっぱ

いでしたが、到着後最初に上記セミナーに参加致しました。福祉職員としてまずマスターすべき

事と思い、機能の説明や用途を実際に見ながら詳しく聞くことができ、より深く学ぶことができ

ました。セミナー以外にも確認したい展示ブースを探しながら様々な最先端の福祉機器を目の当

たりにし驚きの連続でした。会場はとても広くてすべてを見たかったですが、ブースの中のひと

つで「ＴＣスキャン：トビー＆クレアクト withスキャン（重度障害者用意思伝達装置）」を実際

に体験してみました。電源 ONですぐに文字盤が起動することで操作回数を減らしてくれる上に、

身体状況に合わせてスイッチから視線入力まで、多種多様な機器に対応してくれます。体験して

みて最新の機械はとても反応が早く目が追い付かずどこを見ているのか分からなくなるくらいで

したが調整を重ねて自分に合った使い方が出来るのでこれを利用することにより利用者の生活の

質がどんどん上がるのではないかと感じました。 

この度はこんな貴重な経験をさせていただき心から感謝申し上げます。 

本当にありがとうございました。 

 

 

 



 

理事長 管理部長 所長 副所長 役職者 支 援 員 等 

      

     復 命 書       （令和 4 年 10 月 9 日作成） 

旅 行 者 職名・氏名  支援員 永井 泉 

日 時  令和 4年 10月 5日（水） 

場 所  東京ビックサイト 

目 的  第 49回国際福祉機器展（H.C.R.） 

1 説明会・見学会の概要 

  

 別添資料、別添写真を参照。 

 

 

2 まとめ及び所見 

 

新型コロナ渦の影響により 2020年は開催が中止となったが、昨年からリアル展と Web展と

の同時開催で行われた。今年はリアル展で企業の説明を聞きながら、情報を得て当センター

でも参考になるような福祉機器を見させていただいた。私は主に記録管理システムやコミュ

ニケーション機器などを中心に見て回った。 

今回の福祉機器展で、特に興味・関心を持った福祉機器は『Blue Ocean Note（ブルーオ

ーシャンノート）』という製品である。この製品は高齢者介護・障がい者支援の記録業務に特

化した、インターネット経由で使用するクラウド型ケア記録管理システムである。 

Blue Ocean Note（ブルーオーシャンノート）の機能を、例として 4つ挙げさせていただ

く。 

① 実際の帳票様式に直接な操作で入力することができるため、パソコン操作が苦手な人

でも簡単に記録ができる、 

② フェイスシートなどの基本情報についても、ワンクリックで入力ができるため、面談

をしながらの入力も可能。※写真 1 

③ 業務の流れに合わせて同時に行うケア項目をまとめて入力することも可能であり、

日々の健康チェックなどの入力も簡単に操作できる。※写真 2 

④ 連絡ノートや業務日誌など、必要な帳票に自動転記できる。修正作業も簡単にできる

ため、言葉表現の修正や不必要な情報を消去した上で、連絡ノートとして家族へお渡

しするができる。※写真 3 

利用者と関わりながら業務をこなす必要であるが、現在限られた人員体制の中でより良い

サービスを提供するためには効率性が必要だと日々感じている。こういったシステムは業

務負担の軽減や効率化が期待でき、利用者との関わりをより増やせることに繋がるのでは

ないかと感じた。私自身パソコン操作が苦手なこともあり、このようなシステムがあれば、

パソコンに対する知識が乏しくても簡単に操作できると感じた。現在当センターで活用し

ている SMART CARE MOVEにも類似のような機能があれば、活用するべきであると感じた。 

この製品以外でも音声のみで入力できるケア記録管理システムもあり、支援をしながら記

録したり、職員への伝達事項も録音ができたりすることもでき、時代に応じて福祉機器も

発展しているのだと改めて感じることができた。 

本研修に参加させていただき、ありがとうございました。 


